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温泉の老化に関する研究 (第 2報)

三 朝 温 泉 の湧 出後 の珪 酸塩 の変 化

岡LEl大学温泉研究Irr化 学 部

杉 原

前報1) に於て鳥取県三朝温泉の湧出後のラ

ドン含量の変化について報告したが,本報に

於ては,湧出後の珪酸塩の変化について述べ

る.

珪酸塩の溶存状態に関しては,種々なる研

究2)が見られるが,現在衛不明な 点が多も､･

著者は温泉の湧出機構並びに成因を明らか

にする目的で,温泉水中の溶存する珪酸が,

湧!ijl後どの様に変化するかについて,測定を

行ったのでこれらの結果について報告する.

測 定 方 法

湧出する温泉水を甑或はビーカ-に採水し

たものを,自然放冷をなし,或は一定温度に

保つために浴槽に浸しておき,採水後適当な

時間間隔を置いて,試水望O･.･Cをホ- ルピペッ

トにて ミクロビーカーに取 り,濃硫酸 2滴を

滴下して,直ちに10%モ7)ブデン,酸アンモニ

ウム溶液0.4(ニ(,･を加え,10分後に発色した 黄

健

色などク.)ン酸で調製した標準溶液とデュボ

スク比色計によって比色により測定した･

測定は現地に於て行った･この方法により

三朝温泉ヒスイの湯の湧出口並びに浴槽底か

ら湧出する温泉水を採水した後の珪酸塩の変

化について述べる.

結 果 の 考 察

内律約17,･m,高さ約 27cmのど-カ-に採

水し,自然放冷した場合の珪酸塩の変化を第

1表 に示す.採水直後の珪酸含量は操作不馴

のため測定に失敗したが,托水時 の泉 温 は

60.tr-'OC,気温21.50(1,湧出量 0･{･OOD/分で,

湧日日1に於て採水したものである･採水後80

分後には泉塩は28.OOCに'&下した･

托水後._7()分にはS3.8mg/A,S7'OiTが 見HJ.ち

れたが,第 1国からも明らかな横に,坪水後

1530分までに珪酸塩の変化は1()% 以内であっ

た.
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(SiO2)tは曜過時間t分に於けるSi02のmg/C量.

(SiO2)t=20は経過時間20分のSiOコのmg/C童･
(SiO2)t/(SiOll)t-20%は経過時間t分のSiO2量を経過時間20分のSiO2量で割った億を%で示 したもの･

第 1 図
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然し,日変化に於ては最初の4日間に急激 55･3%)に減少し,4日間に約 50%の珪酸含

な変化が見られる.即ち翌 日には70.1-51.6

mg/ASi0-0(83.6-6;5･1%)に減少し, 3日

目には53･8-50.4mg/AsiO2(64.3-60･2%),

更に4日目には48･7-46･8mg/BSiO3(58･2-

量の変化が見られる･

それ以後は急激な減少は見られず,採水後

lLi日に於て43･4mg/BSiO_oとな り,最初の含

量に対 して51.8% を占め,4日から16日の問



16 移 原

に対 してその差は僅かに3.5%にすぎなかっ

た.猶l)Hは疎水時に於て6･9を示した･

次に採水容器の異る場合,即ち温泉水の大

気に接する面積が異 る場合にどの様な変化を

示すかを第2表並びに第3表に示す･第 2図か

らも明らかな様に,約 500ccの細 口瓶 (口径

1.6cm)瓶の内径 6.5cmに採水したものを,

500ccの円筒 (内径4.8cm)に採水 したもの

との珪酸塩の変化の割合を比較すると,珪酸

含量の時間的変化が暑並行的である･黙し各

偉

時刻に於ける珪酸塩の量と,最初の時刻に於

ける珪酸含量との比の値と測定開始後の経過

時間との開床からは,500(二Cの細口瓶に 採水

した方が幾分,珪酸含量の減少過度が大きい

棟である.即ち大気に接する面積の大きい方

が減少速度が大きも,第･2国中,a,b,の珪酸含量

が同一場所に於て採水したにも拘 らず異って

いるのは,疎水時刻が両者の問に約 1時間半

の隔 りがあるために,温泉水そのものの珪酸

含量が変化したためであろう.

第 2表 ヒ ス イ の 湯 浴 槽 底 (其 の 1)

(口径1.6cmの約500ccの細口瓶に採水)(瓶の内径61(,cm)

(SiO2)t/(SiOl,)t-3lc/;･は経過時間t分のSiO2重 を窓過時間3分 のSiO_o量で割った億 を%Oで示 したもの･

第 9表 ヒ ス イ の 湯 浴 槽 底 (其 のB)

(内径4.8cmの500cc円筒に採水 )
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(SiO2)t/(SiO2)t-3%は騒過時間t分のSiOヨ量 を破過時間3分 のSiO2量で割った億 を?.'で示 したもの･

第 3表 自 然 放 冷

(Si°ヨ)t/､SiO2)t-23ヲ名は官唱時間t分 のSiOゴ曇 を経過時間23分 のSiO2量 C書llった借で示 した もの･

ISiO2)t/(SiO2)t=20%は経過時間t分のSiO2重 を窓過時間20分 のSi02で割った億 をyoで示 したもの･

第 2 図
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然し何れの場合にも,採水後約40分までに

急激な減少が見られ,それ以後は変化が極め

て僅かであった･

以上の結果から温泉水の湧出後の珪酸塩の

変化は極めて短時間に著しい変化が起 り,採

水後10分に於て約2O%の減少があD,更に採

水後4日目に約15%の減少を来たし,それ以
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